
〈ものづくりと教育機関〉  

神奈川総合産業高等学校における「ものづくり（Monodukuri）教育」について 

神奈川県立神奈川総合産業高等学校 

 

１１．．ははじじめめにに  

本校は、相模台工業高等学校と相模原工業技術高

等学校を再編統合し、平成 17 年に開校された神奈川

県内唯一の総合産業科で、４系１分野（工学系、情

報系、科学系、環境バイオ系、リベラルアーツ分野）

を有する単位制の専門高校である。２学期制であり

セメスター制を取り入れている。 

全日制と定時制が併置されており、全日制の課程

は総合産業科、定時制の課程は総合学科である。 

近隣地域等からは LiSA（Liberal Science & Arts 

Academy）の愛称で呼ばれている。 

令和４年度からは、相模原市立大野南中学校分校

夜間学級が開校し、本校の施設を利用している。 

 

図１ 本校校舎（正門より） 

 

２２．．本本校校のの教教育育方方針針ににつついいてて  

スクール・ポリシーのグラデュエーション・ポリ

シー（学校目標）では Chance（何事もチャンスと捉

え自らチャンスを作り出す力）、Challenge（積極的

にチャレンジする精神）、Creative（創造的な取組

を実践する力）の“３つのＣ”を掲げており、全日

制では、単位制の仕組みと総合産業科の特長を生か

し、生徒一人ひとりのキャリア感を育てながらより

高い学力の定着により「国際的に活躍する創造的な

科学技術系人材の育成」を、定時制では、学習習慣

と学習意欲の定着と総合学科の特長であるキャリア

を意識した教育活動の展開と社会的自立を図り「学

力の裏づけを持った自立した社会人の育成」を目指

し、次世代を担う人材の育成に取り組んでいる。 

 

３３．．科科学学技技術術教教育育研研究究実実績績ににつついいてて  

全日制においては、平成 21（2009）年～平成 25（2013）

年の５年間「スーパーサイエンスハイスクール」の

指定を受け、現在は、この期間に培った科学技術教

育を活用した教育の実践により、科学技術への知的

好奇心のある生徒が多く在籍している。 

 

図２ 本校のグランドデザイン 

 

４４．．工工業業やや総総合合産産業業分分野野のの実実験験実実習習施施設設ににつついいてて  

全日制・総合産業科については、一般教科と工業

（機械・電気・化学・デザイン）、商業、家庭、理

数、美術、英語、総合産業の幅広い専門教科を設定

している。 

 

の事業を実施した。 

1)かながわロボタウン 

かながわロボタウンは、本特区で支援してきた生活

支援ロボット等が活躍している様子を見たり、体験す

ることで、その効果を実感できるモデル空間である。 

具体的には、JR 東日本・東海道本線の辻堂駅周辺

を「かながわロボタウン」と位置づけ、介護・医療

施設や商業施設を中心に、ロボットの実証実験や既

製ロボットの試用を集中的に実施し、合計 14 件の実

証実験等を実施した。 

また、普及啓発の一環として 2018 年 11 月及び

2019 年 12 月にエリア内の大型商業施設を中心に、

大規模なロボットの体験・展示イベントを開催し、

合わせて２万５千人を超える参加を得ている。 

 

2)江の島における自動運転バス 

自動運転は、人口減少に伴う社会課題の解決等に際

し、大きな貢献が期待されている。そこで、自動運転

に対する社会的な理解を深め、共生社会の実現に向け

た機運を醸成するため、2018年度より、日本有数の観

光地である江の島において、大規模イベントの開催等

に合わせて、自動運転バスの実証実験を実施した。 

2019 年度の実証実験では、交通量の多い幹線道路

を含め、往復約４km 区間を対象に、国内初となる信

号機との連携や、路側へのセンサー設置による自動

でのスムーズな右折動作等の技術検証を行った。ま

た、モニター募集した県民の試乗も受け入れ、実用

化に向けたサービス面の検証も実施した。 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により、関係者のみの試乗となったが、自動運転

用に製造されたハンドルのない車両を用いて、自動

運転バスの走行技術検証を実施した。 

 

44..22  新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症対対策策ロロボボッットト  

実実装装事事業業  

コロナ禍において、新たな生活様式が示される一方

で、非接触や遠隔などロボットの価値が再認識されて

いたことから、2021年度より、新型コロナウイルス感

染症の拡大防止に有用なロボットの実装に意欲的な

施設に対し、ロボットの選定や導入に必要となる施設

環境の調整など、総合的な支援を実施する「新型コロ

ナウイルス感染症対策ロボット実装事業」を実施した。 

この事業は、これまでの事業の多くが、有望な開

発プロジェクトを募集・採択し、実証場所を調整す

るシーズ発信であるのに対し、施設がロボットで解

決したい課題を予め提示し、解決できるロボットを

募集・採択後、実証するニーズ発信である点や、施

設の職員に長期間、実装に向けて運用してもらう点

が大きな特徴である。 

2021 年度は、モデルケースとして集中的に導入実

証を実施する１施設を募集し、鎌倉市にある総合病

院で院内誘導ロボットや清掃ロボットなど、合計９

件の導入実証を実施した。実施にあたっては、ロボ

ットの実装に知見を有する課題解決事業者を通じて、

操作方法のレクチャーや実証環境、運用方法の提案

など、導入実証に向けた支援を行い、導入実証後は、

ロボットによる定量的・定性的効果を算出した。 

結果として、導入効果が認められたロボットにつ

いて、施設で実装に向けた検討が進められている。 

また本事業では、他の施設への展開を目的に、病院で

実際に取り組んだ手順をロボット導入の手順書として

まとめ、県ホームページで掲載するとともに、ロボット

導入に向けたセミナー等を開催し、周知している。  
 

５５.. 今今後後のの取取組組  

本特区の活動を開始してから既に９年が経過して

おり、数多くの実証実験を支援し、40 件のロボット

が商品化するなど、着実に取組を推進してきた。一

方で、生活支援ロボットが社会全体に普及したかと

いうと、道半ばと言わざるを得ない。 

しかし、前述のとおり、新型コロナウイルス感染

症の影響により、生活支援ロボットを取り巻く環境

は大きく変わっており、非接触や遠隔を実現するロ

ボットは市場拡大の好機を迎えている。 

さがみロボット産業特区では、このような社会情

勢に鑑み、ユーザーニーズに沿った生活支援ロボッ

トの開発支援や、生活支援ロボットが普及されるた

めの社会受容性の向上に向け、引き続き取り組む必

要があると考える。 

さがみロボット産業特区は、生活支援ロボットに

着目した全国でも先進的な取組であり、その知見や

企業との連携体制を活かし、今後、更に多くの企業

や研究機関の参加を得て、多くの生活支援ロボット

を世に送り出せるよう、「さがみ」の取組を着実に

推進させていきたい。 

 

〇「さがみロボット産業特区」ウェブサイト 

https://sagamirobot.pref.kanagawa.jp/ 

 

〇「Robot Town Sagami 2028」ウェブサイト 

https://sagamirobot.pref.kanagawa.jp/anime/ 

 

〇「ロボット導入の手順書」ウェブサイト 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/sr4/jisso.

html#tejunsho 

 

 

さとう・みつとし 

（神奈川県産業労働局産業部産業振興課さがみロボット

産業特区グループ） 
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神奈川総合産業高等学校における
「ものづくり（Monodukuri）教育」について
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より高い学力                        学ぶ意欲の向上 

受験対応学力                        学習内容の充実 

主体的に学ぶ態度                      学習習慣の確立 

 

 

 

 

研究授業・授業公開・授業観察 

 

 

 

 

 

 

 

興味・関心の深化                       進学対応学力 

理論に基づく実習                       社会的言語能力 

  探究・体験・研究活動                      将来の夢や希望 

 

 

 

 

 

 

 

大学で学ぶ学力と意欲                   進学、就職につなげる学力 

 

 

 

 

 

 

 

神神奈奈川川総総合合産産業業高高等等学学校校  

国国際際的的にに活活躍躍すするる創創造造的的なな  

科科学学技技術術系系人人材材のの育育成成  

共通科目 

専門科目 

質の高い授業 

言語活動充実 

授業研究 

レベルの維持 

参加意識向上 

必修科目 

系列科目 

組織的な授業改善 

学学力力のの裏裏づづけけをを持持っったた  

自自立立ししたた社社会会人人のの育育成成  

生徒活動支援、生徒指導 

授業評価 

全全日日制制  定定時時制制  
単位制の仕組みと総合産業科の

特長を生かし、生徒一人ひとり

のキャリア感を育てながらより

高い学力の定着を図る。 

 

 

 

学習習慣と学習意欲の定着を図

り、総合学科の特長であるキャ

リアを意識した教育活動の展開

と社会的自立を図る。 

教教育育目目標標  

CChhaannccee   CChhaalllleennggee   CCrreeaattiivvee  

キャリア教育 
Project Management 

総総合合産産業業科科  総総合合学学科科  

工工学学系系  

情情報報系系  

環環境境ババイイオオ系系  

科科学学系系  

リリベベララルルアアーーツツ分分野野  

人人文文国国際際系系列列  

自自然然科科学学系系列列  

工工業業技技術術系系列列  

情情報報技技術術系系列列  

生徒主体、道徳教育、人権教育 

防災教育、教育相談、地域連携 

国際理解教育、グローバル人材育成 
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本校の東棟と西棟には、１階から４階まで多数の

実験実習室を配置しており、特に工業や総合産業の

分野の実習室等については、基礎から応用まで幅広

い実習や研究が実施できるよう、施設が大変充実し

ている。 

 

図３ 東・西棟 校舎（多くの実験実習室を配置） 

 

基礎実習においては、ものづくりや実験を通して

工具や工作機械、実験機器、測定機器等、分野ごと

に必要な機材について、取扱方法の技能や技術を学

び、応用実習では、ICT を活用した自動制御・デジ

タルファブリケーション（デジタルデータによるも

のづくり）やクリーンベンチ（環境バイオ等の無菌

操作）等、高度な機器を扱い、より精度の高いもの

づくりや研究に対応できることを目指している。 

 

図４ 旋盤実習 

 

 

図５ CAM・レーザー加工実習 

 

 

図６ 製図実習 

 

 

図７ CAD・3D プリンタ実習 
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図５ CAM・レーザー加工実習 

 

 

図６ 製図実習 

 

 

図７ CAD・3D プリンタ実習 

 

 

図８ 微生物実験 

 

 

図９ 無菌操作クリーンベンチ 

 

５５．．本本校校のの「「ももののづづくくりり((MMoonnoodduukkuurrii))教教育育」」ににつついいてて  

本校は「Liberal Science & Arts Academy」のと

おり、開校当初より「STEAM 教育(S(科学)・T(技術)・

E(工学・ものづくり)・A(芸術・リベラルアーツ)・

M(数学))」を実践し、科学技術の充実により、生徒

の知識や技能の向上と思考・判断・表現力等の向上

を図り、共通教科と専門教科の授業や実験実習、学

校行事など、すべての教育活動に繋げている。 

特に本校における「ものづくり」の科目は、科学

技術の知識や技能の向上の他にも、生徒にとって重

要な力の育成を担っている。 

日本で培われてきた「ものづくり」は、使う人の

ために、便利で役に立つより良いものをつくるとい

う「思いやりの精神」が入っている。そして、その

精神が日本の高い科学技術レベルを維持する要因で

あると考える。「ものづくり」は「Manufacturing」

ではなく「Monodukuri」である。 

実学である「ものづくり」により、自分と向き合

い自分を知ることで、「自らをコントロール」でき

るようになり（セルフコントロール力の向上）、

「Monodukuri」を体感することで「他者を思いやる

心」を育むことができる（豊かな心の育成）。 

本校は“単位制”であるため、学校生活では年次

を越えて様々な生徒と授業や行事等の教育活動を行

う機会が多くある。また、本校は“リベラル”（個

性を尊重する）ということで、生徒はより他者を尊

重し自らの言動に責任感を持つことを意識する必要

がある。さらに、他者と協働していくためには「自

らをコントロールする力」と「他者を思いやる心」

が必要となる。これらの生徒の能力を引出すための

一端を「ものづくり教育」が担っている。 

 

６６．．おおわわりりにに（（今今後後のの展展望望））  

 新学習指導要領では基本的な考え方について次の

ように示されている。 

①知識の理解の質をさらに高め、確かな学力と未 

来社会を切り拓くための資質と能力を一層確実

に育成する。 

②求められる資質と能力とは何かを社会と共有し 

連携する社会に開かれた教育課程を重視する。 

③高等学校教育を含む初等中等教育改革と大学教 

育改革そして両者をつなぐ大学入学者選抜改革

の一体的改革の中で実施される高大接続改革

であることを意識する。 

また近年、ICT 活用力や多様性等についても、高

校教育へ求められている。 

本校では、学校目標で掲げている“３つのＣ”と

単位制の仕組みを生かし、多種多様な科目を設置し

た「STEAM 教育」と「ものづくり教育」等により、

21 世紀型スキルの向上と、生徒個々の次のステージ

に繋げるための能力の育成を目指している。 

本校の今まで培ってきたこれらの教育システム等

により、高校教育へ求められているニーズについて

も十分応えることができると考えている。 

今後も次世代を担う人材育成のため、教育実践研

究等を推進し、より良い教育環境の提供に尽力して

いく。 

 

（かながわけんりつかながわそうごうさんぎょうこ 

うとうがっこう） 
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